
 
平成 28 年度 本明川ダム建設事業費等監理委員会 議事要旨 

 
 

日 時：平成 28 年 11 月 15 日（火）13:30～15:00 
場 所：長崎河川国道事務所 ２Ｆ 会議室 

 
主な意見 
○事務局から説明した結果 
・ ダムで果たすことが出来る役割やダムによる洪水調節等の効果が正しく

理解してもらえる説明を行ってほしい。 
・ ダム周辺施設や水辺の利用などの利用者が増える配慮も行ってほしい。 
・ ダム建設により影響を受ける住民への配慮をしっかり行ってほしい。 
・ 法面の工法選定については、統一的な選定基準を設けて実施する事を検討

してほしい。また、法面の緑化を検討する場合には外来種の侵入対策を検

討してほしい。 
・ 法面の緑化については、南向きまたは早期緑化が望ましい場合、長崎県に

多く分布し乾燥に強く早期に定着しやすい「段菊（ダンギク）」がよいの

ではないか。 
・ 歩道や道路に接する法面部分（法尻部）の施工方法は、景観及び維持管理

等をふまえ十分に検討してほしい。 
・ ダムの施工時には、頻発する集中豪雨の発生を考慮し安全に進めてほしい。 

 
○今後の予定について 
 ・次回は、次年度を予定する。 


